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「北方領土問題とは、何なのか？」 

前まで僕は、このように聞かれても、単なる日本とロシアの領土の問題だ、としか思っていなか

った。しかし、僕は今年、この「北方領土」について、深く考えるきっかけとなった体験をした。 

今年の夏、僕は「根室市北方領土資料館」という施設に訪れた。その時に、北方領土のこれまで

の歴史や、北方領土の自然や文化について学んだ。 

第二次世界大戦の終戦時には、北方領土に三千世帯以上、一万七千人以上の人が住んでいた。ま

た、一八五五年の日魯通好条約や、一九五一年のサンフランシスコ平和条約でも北方四島が外国の

領土となったことは一度も無かった。 

しかし、昭和二十二年から二十三年にかけて、ソ連によって住民は強制退去を余儀なくされ、八

十年経った現在も不法占拠が続き、いまだに平和条約も結ばれていないという。 

元島民の方々からすれば、そんなことは信じがたいことだし、本当につらいことだと思う。「ビ

ザなし交流」すらできなくなってしまった今、僕たちにできることは何なのだろうか。 

まず、これからもロシアへ訴えていくことが重要だ。元島民の平均年齢は八十九歳を超え、人数

は五千人を下回った。だからこそ、次の世代である私たちが、これまでの歴史を忘れず、世界にそ

れを伝えていく必要があると思う。 

そのためには、自分たちが、この問題を他人事と思ってしまわないことが一番大切だ。資料館を

訪れてから、元島民たちの北方領土に対する強い思いや、北方四島の返還を願う人たちの熱意がと

ても伝わった。そして、絶対にこの思いを廃れさせてはいけないと改めて思った。すぐに解決する

のは難しいことかもしれない。ただ、この思いを途切れさせては絶対にいけない。だからこそ、日

本人として、世界にこの思いを伝え続けたい。 

また、ロシアと、世界と、「共生」することも必要だ。ロシアと戦って、憎んで、争っているだ

けでは、いつまでたってもこの問題は解決しない。確かに、故郷を占領したロシアに恨みを持つ人

はいるかもしれない。だが、北方領土には今も確実にロシア人が住んでいるのだ。そして、その人

たちも「北方領土を故郷として」生活しているのだ。だからこそ、まずは、互いに歩み寄って、互

いを尊重し合い、話し合って、互いが納得できるような解決を目指すべきだと思う。ロシア人も、

日本人も、安心して北方四島で生活できるような、そんな関係をロシアと築くのが大切だと思う。 

北方四島を、どう世界に伝えるか。四島のかけ橋が、平和へのかけ橋となる。そんな日が訪れる

ように、これからも、この歴史をつなぎ、たくさんの人に関心を持ってもらいたい。 

 


